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要旨：
　『方書文法全国地國』作成の手顯を図などを提示しながら説明し豪す。
キーワーき：方欝文法全国地図　作成方法　併用
1．S方言文法全国地図渥とは
　『方言文法全国地図』は，方言の文法現象に関する全国地図です。各：地の文法現象と
は，「～A行け」と言う場合の「へ」をどのように言うか，「高い」という形容詞の活
用が全国でどのようになっているのか，などといったことを指します。全体で6巻300
枚の地図を予定しています。1998年12月現在で，第3集まで完成，第4集は印尉中です。
　調査は，全国約800地点で1979年から1982年にかけて行われました。調査員（おもに各
地の研究者や国語研究所員）が各地点に行き，直接その土地の人に面接して聞き出して
います。調査内容は，あらかじめ全国共通で用意した調査票に基づくもので，約300の
項目が含まれています。この調査票に沿って，例えば，「土地の人どうしで「東の方へ
行け」と教える場食にどのように言いますか？」，というように質問して，その方言で
の雷い方を聞き出しています。各地の話者は，調査地点生え抜きで54歳以上（調査時点）
の男性を基本としています。
2．調査とカード
　調査結果は，調査の現場では調査票に記載し，それを1項葭にっき1枚に転写したカ
ードが国語研究所に送付されています。カードの大きさは，縦7．7cm×横13cmです。調
査地点は「地点番号システム」という方法により，番号で表されています。
　国語研究所に送付されてきたカードは，項露ごとにカードケースの中に分類されます。
カードケースはカーードボックスに格納します。
　また，調査内容の一一部はカセットテープに録音し，保管されています。
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3．カードの整理
　項目ごとに分類されたカードを記載された内容をもとに整理します。
　まず，第1段階として，記載された語形について，その語形を地図に載せるか載せな
いかを決定します。語形の採否については，全体に共通した採用規則と項目ごとに決め
る採用規則に基づいて行います。このような規則を「語形の採用規則」と呼んでいます。
　共通した採用規則というのは，それぞれの語形が用いられている状況などです。基本
的に採用条件に合う話者自身が用いている語形のみを採用します。よって，カードに記
載されていてもく話者自身は使わないが，最近の若者が使うのを闘くことがある。〉な
どというように注記が付けられた語形は，この段階ではねられることになります。この
ような手順を踏むことにより全国的に一定の条件で用いられる語形がすくいとられるこ
とになります。
　次に各項霞で決める規則ですが，それぞれの項目でねらいとする分野を中心に決めて
行きます。例えば，第2集92図「出したdという項目がありますが，これは「出す」と
いうサ行五段活用の動詞の過去形を見ようとした項目です。したがって，いくら「出し
た」に似ていても「ポストに入れた」などという語形は採用しないことになります。も
っとも実際には，微妙な語形が多く，文法という抽象的なものを対象にしているだけに，
編集にあたってもっとも頭を悩ませる作業過程です。
　採用が決まった語形は，一定の規則にしたがってまとめられます。この規則を「語形
の統合規則」と呼んでいます。これも地図集全体に共通した規則です。先の「畠した」
でいえば，「dasita，da　s　tta，das玩a，ダシタ」など，さまざまな語形や表記方法でカ
ードには報告されてきています。これらをそのまますべて地図の上に示していては発音
の地図や調査者の聞き取り方，はたまた，表記方法の地図になってしまいかねません。
これを整理する手続きが語形の統合規則です。この規則に従って，一定の見出しのもと
に語形を整理します。そして，見出しは山カードによって分類します。つまりひとつの
見出しの山カーードに分類された中に複数の地点のカードが並ぶことになります。
分類されたカードケーース
4．凡例の作成
　語形の採否やまとめかたが決まったところで各語形に記号を与えます。ひとつの見出
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しに対して，ひとつの記号を与えます。そして，各地図全体に現れる語形とそれらに与
えた記号を一覧にしたものが凡例となります。
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5．押印
　いよいよ地図の作成に入ります。凡例と分類されたカードをもとにして，各地点にゴ
ム印を使って記号を手作業で押して行きます。各地点は先の地点番号でさがします。地
点番号は日本全体を格子状に区切って番号を与えているものです。記号を押す白地図に
は，その格子と地点番号が射干されています。なお，白地図の大きさは縦54cm×横74cm
（B2版）で，最終的に印捌される地図の縦35cm×横48cm（B3版）より大きいものです。
　さて，ゴム印を押すにあたって重要な手順があります。それは，併用國答の地点を先
に押すということです。
　ひとつの項圏に対する1地点の回答語形は，ひとつとは限りません。複数の語形を用
いることが実際にはあります。それも3っ，4つと回答されることがあります。このよ
うなことを「併用」といいます（反対に1地点1回答のことを「単用」といいます）。併
用であっても回答語形が採用規則に適合する以上，すべて採用し，地図上に掲載するこ
とが必要です。このような場合，1地点に複数の記号を並べて押すことになります。そ
うするとどうしても1地点に要する面積が徳用の場含より大きくなります。
　併用により1地点が食う面積が大きくなるとどうなるか。隣り合う地点との距離が．
離れている場合は，あまり問題にならないのですが，近い場合は隣の記号を押す場所に
はみだしてしまうことになります。
　はみだされた地点は，本来押されるべき場所を失ってしまい困ります。『方言文法全
国地図gでは，このような場合には，位置関係を大きく乱さない範囲で，はみだされた
方の地点の本来の場所から，少しずらして押します。このようにして，結果的にはどこ
の回答かわからなくならないようにしているのです。
　この方法をとるためには，先に併用回答の地点を押すことが必要になります。先に単
用から押した場合，併用地点の場合は押す場所すらなくなってしまうことがあるからで
す。場所がなければ，先の「ずらし」の技術も使えません。そして併用地点を押す場合
も併用の数が多いものから先に押していきます。これは併用の数が多いものほど面積を
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とるからです。
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　このように併用数の多いものから順に記号を押し，次に単用を押すことにより原稿地
図は完成します。
ゴム印と色ごとのスタンプ台
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6．フイルム校正
原稿地図がコピーのようにして，そのまま雨湿されるわけではありません。印制所の
大蔵省印壷振（お札や切手の印綱をしているところ）に原稿地図を渡し，印励用のブイル
ムをあらためて作ってもらいます。このフイルムは，色別に作成されます。『万雷文法
全国地図』の場舎，最大6色用いますので，多い場合は1枚の地図に6枚のフイルムが
作られることになります。このフイルムの大きさは，白地図と同じ大きさです。
地図の校正は，国語研究所で行います。印刷用のフイルムが校正用に戻ってきますの
で，これを投写台に乗せ，原稿地図の上に重ねて，異なりがないかチェヅクします。
フイルムと投写台
7．解説書と凡例
　　解説書と凡例は，国語研究所で作成した原稿を大蔵省印欄局で印励用に組み直し，校
正を繰り返します。手順は通常の印繕物と同じですが，一般の印劉物より外字（おもに
音声記号）や記号，図表が多いので，時間と手間は相当にかかります。最近は，ほとん
ど場含，フロッピーをいっしょに渡しますが，問題の外字や記号などは扱えませんので，
この点に関しての効果は期待薄です。
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かるとおり，aNの頭のaはrrでに用将の活珊影式の中に
のみこまれて．険在化してしまっているiうである．そ
こで，ここでは綴毘曜日において旗akε‘を序櫛．鷲
後蔚前鵡，daitaraを後前後邸とした．
　くtagen’dara、は3730．心の麺形である．この焼点の
飽の仮定影2でも〔碗i‘Ulindaf．a｝（起きるなら｝．
［ktUtUiindntal僚るなり．［kakurtndata］傭くな
ち｝のように，lh’daraをfgいた彫が剛蕎さ鈍でいる，
そして．形容胡の癌諏彫は‘tage》C135ua｝である．以
上のことから毎えると．傑記の（Iagei：’dara》に見ら
れるiは「高い」の弱冠に檜曳†るものではなく．串嫁
助詞招巌の一舗と＃kるべさものであろう。そこで，標
塑の聴陛多にAいては．taae　P荊ipt．；！，を燦繭萌離．
eNヒara倍声凝詫で1±ξcNara】）がtt（ことで埆定彫
2を費現していると＃えられる．膨霧詞のζtaae・．
しam】も，毫体彫巨乱ge】α36騒はこの影で囲答9tしてい
る｝にte“tara］がついた上で〔e：1が蕪蒸化して
［e］となり，’kZttたものと考えられる、このような
壌情を㌃えると，無記の講形におけ祝は前舘にも後ほ着
序‡瓢にも燈瓢させることができることになるカt，ここて畠
は，taoeを麟部，鷲醸糠i部，榔aを綬碗後無とした，
　《taqee、dara・tt3G19，73と2722．67の‘轟摩多であるっ
3649．73の雌の娠驚形2では〔opifi血e’dEba　‘起きるな
ら）．［kdinbetdaba「麻るなら｝，　lkaqC［esdnbal〔書
《なら｝のようにe、dabaを朋いて岡蕎さ’している、彫
聾遍ではe、daraで回答されており，やや語肝三に翼なり
｛tあるが．eSもしくはe4）配分に閑しては雌諏助詞撫果
と購えることがで｝る（難燃の凝記が〔tageptdaralの
ように［；1を用いないで嚢髭しているのもそれを物蹴る
ものと考えられる）．以上のように増えると．この地点
に関しては燭eを彫聯．eを1嫡繭舐網daraξ翻μ董舘
と†べきかと考之らttる．さらに，この地点の形警越の
飽の活用彫を見ても．タデーのように塞麗を髭ばすこと
はなく，襟＃の置形の二つ穏の6は「高い1のkf壱の運
醗寳に矯†るものではないと呼えちれ，この点からもこ
の分折は蜜＄と考えられる．ところが，2722．67の維の
飯窟彫2では．［kdinit、dara］C果るなら｝のよう1：，
3649．73と異なt｝．σda照は認めら江ない。　fa｝鯵yここの
雌点の彫容封の遷体形は《【ag㏄）C舗閃1であtj．
2；22．67ではtageeを鵬話，援灘櫛は「なし1，　Vdaraを
後繭後酪と†べさことになる。このように。同一の晒形
が異なる焼肉で國答さ2t．モれそれの体系が異なるため
すなわち準体助詞戟Il斗とすべさカ・どうかは麟鵬があると
懲われ．注意が必要である．
　色の与え方はH3図に同じである。機O返しになるが
記して卦くと以’Fのよう；こなる，
　色の与え方は8．1．：）．1，の彫審尋全体の原Hqに従うが．
職fi：とに選択が妥ねられているものに隠しては以下の
よう‘二決めた。
且Siに讃＝覧†るもののうち，浄夏碗餌にk・9を爵むものに
は箏を与i．費tないものには霞を与えた。
〔91に雌鄭†るものには茶を与えた。
㈹に誼懸†るものには水を与iた。
　記謄の形は．褒S－29に従って，i輔1雌瓢で決める。こ
～しは1闘鶏の後前陥によ研多のltえ方にほぼ輯整せて
いる．Nでもわかるtうに、記サの形厨継鹸簾は一tt
一材応しておらず．いくつかの像謝堂瓢に同じ彰の起慰
謝8－29
ゼ♪えている。：tt：，Wついてn．論形全体をS　V’1ヒす
る瞭に紀サの臨の幾准で区別されるものである．
　喰りつぶし方lt，褒δ甲30a。S響3Gb・B－3bcに従って，前
後部で色ごとにワえる．なお，　子惚に見ξ購ごわかるが，
異瞭ヒ与向も棚肌て1翻民たものもある。
　方向ほ．NS－31に謹って，前鵬5で色ごとに涙る．
　簡助配号‘こはワえh’が2とおりある．い料しも撮；円
形記号に与えたものと想定して小している。頽助」　t．Lは
記サ全体のノ∫向がりi竃されな陵に姦に礎って付lt5もの
と†る．
　補助紀号のひとつは，褒8・；2に従って，後燈滞でド向
きに与えるものである，：t．は143L・tの後後翻こよる醐
助詫号の与え方となるべく共通ずるようにしている、
　らうひとつは、聚6・33に炭って、｛燃！瀧躍でト海き以
塔の7／il「・iに与えるものである．
…
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8．資料一覧
　ここまでの作業はほとんどが手作業です。いかに『方言文法全国地図』の作成に手が
かかるか理解されたことでしょう。地図自体の作成の機械化は現在検討していますが，
併用回答の表示の自動化までは難しいようです。
　ところで，唯一自動化している部分があります。それは「資＊sF一一一一覧」の作成です。
if方醤文法全国地図』には，もとのカードに記された語形が，ほぼそのまま生データと
して見られるように資XX一一一覧というものを付けています。回答語形を特定の形式でコン
ピュータ用に入力し，必要なデータを付加して，プリンタで出力したものです。
　もっとも，データの入力は当然，人力で行いますし，採否に関する情報の付加などは
地図自体の出来上がりに左右されますので，自動化といってもプリントアウトの部分に
限られているものです。
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